
２
０
１
９
年
度

組
織
改
編
と
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と

人
事
異
動
を
実
施
。

　
２
０
１
９
年
度
は
都
市
像
に
「
ひ

と
・
ま
ち
が
輝
く 

未
来
創
造
・
港
湾
都

市 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」を
掲
げ
る「
第

７
次 

舞
鶴
市
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
夢
と
希
望
を 

お
年
寄
り
に
は
感

謝
を
」
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
と
行

政
が
、
と
も
に
未
来
に
向
け
た
「
ひ
と

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
む

「
未
来
を
拓
く
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

■
副
市
長
に
堤
茂
氏

　
副
市
長
堤
茂
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、堤
茂
氏
を
、議
会
の
同
意
を
得
て
副

市
長
に
任
命
。豊
富
な
行
政
経
験
、卓
越

し
た
行
政
手
腕
の
も
と
、
山
口
寛
士
副

市
長
と
と
も
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な

り
、今
後
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む
。

■
組
織
改
編
な
ど

�
舞
鶴
版Society5.0 

推
進
本
部

の
新
設

　
先
端
技
術
（
Ａ
Ｉ
や
Ⅰ
ｏ
Ｔ
）
を

活
用
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
助
け
合
い
、
互
い
を
思
い
や
る「
共

助
」の
仕
組
み
を
創
出
し
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
未
来
型
の
ス
マ
ー
ト

な
ま
ち
「
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
が
で

き
る
ま
ち
」を
目
指
す
。

�
京
都
舞
鶴
港
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推

進
担
当
課
長
の
新
設

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取
り

組
み
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
誘
致
、メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
活
用
な
ど
、
京
都

舞
鶴
港
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
拠
点

化
」の
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
。

�
子
ど
も
総
合
対
策
室
の
新
設

　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目
指
す

た
め
、「
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
」「
親
と
子
が
安
心

し
て
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
」な
ど
、
豊
か
な
育
ち

に
関
す
る
多
様
な
取
り
組
み
を
、
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
。

�
乳
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
舞
鶴
こ

ど
も
園
の
新
設

　
乳
幼
児
の
一
貫
し
た
育
ち
と
学
び

を
支
援
す
る
た
め
、
舞
鶴
幼
稚
園
と

西
乳
児
保
育
所
を
集
約
し
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
舞
鶴
こ
ど

も
園
」を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
拠
点
施

設
と
し
て
同
園
に
「
乳
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
」を
併
設
。

�
生
き
る
力
を
育
み
夢
を
か
な
え
る

教
育
推
進
本
部
の
新
設

　
教
育
振
興
大
綱
や
乳
幼
児
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
基
本
理
念
「
０
歳

か
ら
15
歳
ま
で
の
切
れ
目
な
い
質
の

高
い
教
育
の
充
実
」を
実
現
し
、
子
ど

も
の
豊
か
な
育
ち
の
連
続
性
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
た
組
織

と
し
て
設
置
。

�
男
女
共
同
参
画
担
当
課
長
の
新
設

　
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な

が
ら
、平
等
に
参
画
し
、個
性
に
応
じ

て
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
を
推
し

進
め
る
た
め
、
女
性
の
社
会
参
画
促

進
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
、総
合
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
。

�
改
革
推
進
課
の
新
設

　
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
歩
み

を
確
実
な
も
の
と
し
、
持
続
発
展
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
整
え
る
た

め
、
新
た
に
市
長
公
室
に
改
革
推
進
課

を
設
置
し
、公
共
施
設
の
あ
り
方
、事
業

運
営
の
見
直
し
、
組
織
運
営
の
効
率
化

な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
改
革
案
件
に
、ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

�
公
民
館
担
当
課
長
の
新
設

　
公
民
館
で
は
、市
民
と
と
も
に
、地

域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
が

持
て
る
事
業
や
講
座
な
ど
学
び
の
場

を
提
供
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
、
地
域
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
を
図
る
。

�
消
防
団
担
当
課
長
の
新
設

　
地
域
防
災
に
消
防
団
が
果
た
す
役

割
は
大
き
い
が
、人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
な
ど
で
、
消
防
団
員
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
状
況

を
踏
ま
え
、
地
域
の
守
り
の
要
で
あ

る
消
防
団
の
更
な
る
充
実
と
強
化
を

図
る
。

�
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
職

員
の
配
置

　
国
と
強
固
な
連
携
の
も
と
、
日
本

海
側
拠
点
港
で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
の

機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年

度
か
ら
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
職
員
を
任
用
し
て
お
り
、
２
０

１
９
年
度
に
お
い
て
も
み
な
と
振

興・国
際
交
流
課
へ
配
置
。

�
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏

福
知
山
市
と
の
人
事
交
流

　
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
し
、
連
携
推
進
を
更

に
深
化
さ
せ
る
た
め
、
平
成
30
年
度

の
京
丹
後
市
と
の
人
事
交
流
に
続

き
、
２
０
１
９
年
度
は 

福
知
山
市
と

人
事
交
流
を
実
施
し
、
京
都
府
北
部

５
市
２
町
の
さ
ら
な
る
情
報
の
共
有

と
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
。

�
７
月
豪
雨
被
災
地
呉
市
へ
職
員
派
遣

　
７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
呉
市
に
対
し
、
旧
軍
港
四
市（
舞
鶴

市
、横
須
賀
市
、呉
市
、佐
世
保
市
）締

結
の「
災
害
時
に
お
け
る
旧
軍
港
市
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
10
月
か
ら
、土
木
技
術
職
員

を
派
遣
し
て
お
り
、２
０
１
９
年
度
も

継
続
し
て
派
遣
す
る
。

■
女
性
の
係
長・管
理
職
の
割
合
増
加

　
異
動
の
規
模
は
職
員
８
１
０
人
中

２
７
６
人
。平
成
30
年
度
の
退
職
者

は
40
人
、
２
０
１
９
年
度
の
採
用
者

は
21
人
。職
員
総
数
は
８
２
９
人
か

ら
８
１
０
人
へ
、
19
人
の
減
。女
性
職

員
の
割
合
は
39
・
２
㌫
、係
長
に
女
性

が
占
め
る
割
合
は
35
・
２
㌫
、管
理
職

に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
16
・
９
㌫

（
い
ず
れ
も
病
院
と
消
防
を
除
く
）。

■
人
事
異
動

【
部
次
長
】

▽
政
策
推
進
部
長（
東
京
事
務
所
長
兼

産
業
振
興
部
次
長
）有
吉
央
顕
▽
総
務

部
長（
環
境
対
策
室
長
）平
野
広
道

▽
市
民
文
化
環
境
部
長
（
政
策
推
進

部
長
）
西
嶋
久
勝
▽
教
育
委
員
会
指

導
理
事（
白
糸
中
学
校
長
）秋
原
栄
人

▽
上
下
水
道
部
長
（
上
下
水
道
部
経

営
企
画
課
長
）
池
田
秀
男
▽
東
京
事

務
所
長
兼
産
業
振
興
部
次
長
（
産
業

振
興
部
農
林
課
長
）
桑
垣
義
亮
▽
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長
（
総
務

部
税
務
課
長
）
野
口
和
英
▽
環
境
対

策
室
長
（
建
設
部
建
設
総
務
課
長
）

井
田
和
志
▽
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長（
地
域
づ
く
り
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

長
）
岸
本
淳
子
▽
子
ど
も
総
合
対
策

室
長
兼
幼
稚
園
・
保
育
所
課
長
兼
乳

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長（
健
康
・
子

ど
も
部
次
長
兼
幼
稚
園
・
保
育
所
課

長
）田
中
昭
▽
国
・
府
事
業
推
進
室
長

（
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府
事
業
推

進
課
長
）
岸
本
浩
▽
上
下
水
道
部
次

長（
経
営
効
率
化
・
広
域
連
携
推
進
担

当
）兼
経
営
企
画
課
長（
再
任
用
）（
上

下
水
道
部
長
）
小
島
善
明
▽
上
下
水

道
部
次
長
兼
水
道
整
備
課
長
（
上
下

水
道
部
水
道
整
備
課
長
）新
谷
哲
也

　4 月 1 日からみなと振興・国際交流課で港湾整備
や港湾に関する計画を担当しています。
　近年、京都舞鶴港は取扱貨物量の増加や国際ク
ルーズ客船が多く寄港するなど、非常に活気があふ
れた港になっています。市の皆さんと力を合わせ
て、引き続き、京都舞鶴港の機能強化や利用促進に
努め、国際港湾都市舞鶴の発展に貢献したいと思い
ます。また、舞鶴市勤務は初めてになりますが、豊か
な自然や歴史などに囲まれた街と感じています。
　一市民としても舞鶴市の魅力を学び、広めていき
たいです。 大

お お ふ さ

總 学
が く

 さん

舞鶴市産業振興部　産業創造室
みなと振興・国際交流課

国際港湾都市「舞鶴」に貢献したい Interviewインタビュー  国交省⇒舞鶴

みなとに吹く
　新たな浜風

足
あ だ ち

立 訓
く に あ き

章 さん

舞鶴市産業振興部　産業創造室
みなと振興・国際交流課

　みなと振興・国際交流課で港を生かした産業振興
に関する業務に携わらせていただくことになりま
した。
　港をきっかけに古くから培われたグローバルな
視点・センスを学ばせていただきながら、国内外か
ら来られるお客様に対し北近畿の魅力を伝えられ
るよう頑張りたいと思っています。また、大河ドラ
マ「麒麟がくる」決定に伴い府北部地域が活気づく
なか、自治体の枠を越えそれぞれの強みや特徴を生
かし、連携した観光誘客を推進するためにも、さま
ざまな方とつながりをつくりながら職務に励んで
いきたいと思います。

「麒麟がくる」で自治体連携

Interviewインタビュー   福知山⇒舞鶴

　みなと振興・国際交流課に国土交通省近畿地方整備局
職員の大總学さんと福知山市職員の足立訓章さんを迎え
ます。舞鶴港に吹く新たな風として、国との強固な連携の
もと日本海側拠点港である京都舞鶴港の機能強化を目指
します。また、昨年京丹後市と実施した北部５市２町の人
事交流を福知山市と行うことで大河ドラマ「麒麟がくる」
に向け連携した観光誘客などに取り組みます。
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▲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
課
長
級
も
掲
載




